
年間授業計画

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

Ａ　式と計算・等式、不等式の証明
【知識及び技能】
　3次式の展開、因数分解の公式を
利用したり，二項定理への理解を深
め，展開や係数を求めることができ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　数や式を多面的に見たり，目的に
応じた式の変形ができるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　よりよい計算方法や因数分解の方
法について考察する。等式や不等式
の証明問題を考察することができる
ようにする。

Ｂ　複素数と方程式
【知識及び技能】
　複素数の定義を理解し，負の数の
平方根を含む式を計算できるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　剰余の定理を利用して高次方程式
を解くことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　2次方程式を複素数の範囲で因数
分解できるようにする。

【知識・技能】
　3次式の展開の公式、因数分解の公式を利用する
ことができる。二項定理を利用して，展開式やその
項の係数を求めることができる。分数式の約分、四
則計算ができる。恒等式と方程式の違いを理解して
いる。恒等式A = Bの証明を適切な方法で行うこと
ができる。
【思考・判断・表現】
　二項定理を等式の証明に活用することができる。
多項式の割り算の結果を等式で表して考えることが
できる。与えられた条件式の利用方法を考え、等式
を証明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　不等式A ＞B を証明するとき、A－B ＞0 を示し
てもよいことを利用して、不等式を証明することが
できる。恒等式の性質を理解し、具体的な問題に取
り組もうとする。

【知識・技能】
　複素数，複素数の相等の定義を理解し、複素数の
四則計算ができる。解と係数の関係を利用すること
ができる。
【思考・判断・表現】
 与えられた2数を解にもつ2次方程式が1つには定ま
らないことを理解している。剰余の定理で考察する
ことができる。高次方程式を1次方程式や2次方程式
に帰着させることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
 2次方程式が常に解をもつように考えられた複素数
に興味・関心を示し，考察しようとする。2次式を
複素数の範囲で因数分解することに興味をもち、問
題に取り組もうとする。

・3次の乗法公式と因数分解
・二項定理
・整式の除法，約数と倍数
・分数式の計算
・恒等式
・等式の証明
・不等式の証明

・複素数とその計算
・2次方程式の解
・解と係数の関係
・剰余の定理と因数定理
・高次方程式

態

配
当
時
数

○ ○ 1授業内テスト ○

Ｃ　点と直線・
【知識及び技能】
　内分点や外分点、三角形の重心の
座標を理解し活用することができる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　図形を座標軸と関連づけて考察す
ることができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　図形の問題を代数学的に考察しよ
うとする。
Ｄ　円・軌跡と領域
【知識及び技能】
　円についての公式、仕組みを理解
し、円の方程式を求めることができ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　円と直線の関係について考察でき
るようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　円と直線について2次方程式を利用
し考察することができるようにす
る。

〇 〇 〇

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

新編　数学Ⅱ、新編　数学B

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学における基本的な概念や、原理・法則を体系的に理解する。

数学を活用して事象を論理的に考察する力を養う。

数学の良さを認識し積極的に数学を活用しようとする態度を養う。

いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関
数、三角関数及び微分・積分、数列、統計の考えに
ついての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

１
学
期

〇 〇 〇 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

7〇 〇 〇

8

田無 数学
数学 数学ⅡB演習 2

塚野智子

数学ⅡB演習

数学ⅡB演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立つこ
となどについて論理的に考察する力、図形の性質を論理的
に考察したりする力、関数関係に着目し、事象を的確に表
現してその特徴を数学的に考察する力、事象を数学的に考
察したり、問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発
展的に考察したりする力を養う。



○

64

〇 8

合計

○

○ 1

〇 11

〇 〇

1

３
学
期

大学受験に対応できる応用力を付ける
ため、過去問を解けるようにする。

大学受験対策 大学受験問題に対して、積極的に取り組もうとする
〔態〕 ○

授業内テスト ○

大学受験に対応できる応用力を付けるた
め、過去問を解けるようにする。

大学受験対策 大学受験問題に対して、積極的に取り組もうとする
〔態〕

２
学
期

大学受験に対応できる応用力を付けるた
め、過去問を解けるようにする。

大学受験対策 大学受験問題に対して、積極的に取り組もうとする
〔態〕 〇 〇 〇 11

大学受験に対応できる応用力を付けるた
め、過去問を解けるようにする。

大学受験対策 大学受験問題に対して、積極的に取り組もうとする
〔態〕

〇 〇

授業内テスト ○ ○ ○

〇 7

1○ ○ ○授業内テスト


